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場とコトLAB　主宰
公益財団法人伊丹市文化振興財団　職員

中脇 健児

1 15
18:30～20:30

次回は2月24日（水）大阪府立大学大学院生命環境科学研究科緑地環境科学専攻助教の武田重昭さんをお招きします。

金

2013年1月にスタートした「ひめじまちづくり喫茶」は、みなさまのご参加とご支援によって毎月開催を続け、おかげさまで今月
（2015年4月）で28回目を迎えます。市民による「自律的な活動の誘発」という想いを持って、開催案内はサラッと、参加連絡不
要、参加費無料としてきました。また、趣旨に賛同いただいた大阪ガス株式会社に長く活動を支援いただいてきました。
このたび3度目の春を迎え、活動自体もより自律的に、参加してくださる方との情報交換や交流も大切にした運営を行っていきま
す。引き続きご参加とご支援、ご協力をいただきますようお願いいたします。

□セミナー：参加費1,000円の事前申込制に変更します。
□懇親会　：参加費1,000円の事前申込制に変更します。セミナー終了後、納屋工房にて行います。
　　　　　　ご希望の方に話題提供をいただいたりして、交流のきっかけを作ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2015年4月　チームひめまち喫茶（小川、篠原、長谷川、平田）

参加費1,000円

参加ご希望の方は事前にご予約ください
TEL079-263-7878　info@nayakobo.com
http://nayakobo.com/himemachi/

代表者名・参加人数・懇親会出欠をお知らせください

セミナー終了後に同会場にて懇親会あり
（軽食・ドリンク代：1,000円）

ひめじまちづくり喫茶は、２０１５年４月から新たなステージへ。

　本州ではじめて「まちなかバル」を行った伊丹のまち、その先駆性だけでは
なく、市民を思いっきり巻き込んだ運営や広がりにこそ注目が集まっていま
す。そのキーパーソンのなかでも異色の中脇さん、今は伊丹だけでなく各地で
関わる人全員が主役になれる場やプロジェクトに関わっておられます。
　代表的なプロジェクトは「伊丹オトラク」「鳴く虫と郷町」「はたら子」。
「遊び心」をキーワードに、アート、コミュニティプログラム、地場産業支援
など地域や領域を問わない場を創り出す中脇さんに話題提供をいただきます。

“その場にいる人とその場だからできるコト
を考える”をモットーに「場とコトLAB」設
立。複数の所属、肩書きを行き来し、地域参
画型のプロジェクトを主に手掛ける。共著に
『タウンマネージャー』(学芸出版社)。公益
財団法人伊丹市文化振興財団地域連携プロ
ジェクト担当、NPO法人ワークショップデザ
イナー推進機構西日本理事、株式会社全国商
店街支援センター商店街よろず相談アドバイザー、大学講師も務める。

『地元の人が自分ごとから磨き上げる地域の個性』
　〜コミュニティデザインとサイトスペシフィックアートの狭間で〜


